
新規事業採択時評価結果（平成２０年度新規事業化箇所） 
担 当 課：道路局国道・防災課 

担当課長名：下保 修      
 

事業の概要 
 

事 名 一般国道１２５号 古河
こ が

拡幅
かくふく 事業 

区分 
一般国道 事業 

主体 
茨城県 

起 点 
起点：茨城県古河

こ が

市西牛谷
にしうしがや

 
終点：茨城県古河

こ が

市三杉町
みすぎちょう 延長  1.4km 

事 概要  
般国道 125号は、千葉県香取市を起点とし、茨城県南・県西の主要都市である土浦市、つくば市、下妻市、
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事業評価結果 
 

総費用 27億円 総便益 48億円 基準年  

Ｂ／Ｃ 1.8 
事業費： 26億円 

維持管理費：    1.0億円 

走行時間短縮便益： 39億円 

走行経費減少便益：  8.7億円 

交通事故減少便益：  1.2億円 

平成19年 

交通量変動 B/C=1.6～2.0 （交通量14,500台±10％） B/C= （交通量   ％） 

事業費変動 B/C=1.6～2.0 （事業費36億円±10％） B/C= （事業費   ％） 

費
用
対
便
益 

感度分析の結果 
業

終

業

一

河市を経て、埼玉県熊谷市に至る主要幹線道路である。古河拡幅は、国道４号三杉町交差点を先頭とした交

混雑の緩和と、沿道における歩行者・自転車の交通安全の確保を目的とする４車線（暫定２車線）の現道拡

およびバイパス事業。また、当該事業の拡幅区間で進められている古河駅東部土地区画整理事業と合わせた

備により沿道開発を支援する。 
業の目的、必要性  
沿線には工業団地や商業施設が立地して交通量が多く、かつ大型車の混入率も高いため、慢性的な渋滞が発

しており、三杉町交差点は茨城県移動性向上委員会で移動性阻害箇所に指定されている。また、この区間は

傷事故率が県内平均の 5.7 倍と高く、茨城県安全性向上プロジェクト委員会において交通安全要対策箇所に
置付けられている。 
これらの課題に対し、早期整備を求める地元要望も強く、事業の実施により安全で円滑な交通の確保を図る

ともに、土地区画整理事業の進捗に合わせて沿道開発を支援し、地域の健全な発展に寄与するものである。

体事業費  ３６ 億円(暫定２車線) 計画交通量 14,500台／日(暫定２車線) 
業概要図  

係する地方公共団体等の意見  
古河市が古河拡幅の新規事業化について平成１９年１０月３１日に国土交通省・財務省・関東地方整備局要

を行っており、また、平成１７～１９年度と茨城県議会への古河市の要望１位にあがるなど、地元からの要

は強い。 

業採択の前提条件  
費用対便益：便益が費用を上回っている。 
手続きの完了：都市計画決定済(昭和 44年 5月)。 

事業期間変動 B/C=1.7～1.9 （事業期間8年±2年） B/C= （事業期間   ％） 

評価項目 評価 根拠 

 

渋滞対策 ○ 
【1年あたり渋滞損失時間】 

約１８万人時間/年の削減 

   （整備前５７．１万人・時間/年 → 整備後３８．９万人・時間/年） 

 

事故対策 ○ 

【死傷事故率】 

死傷事故率比が県内平均の約５．７倍 

２４２．９件/億台km、イエローゾーン箇所の解消 

事故率曲線における位置：県内２割区間 

 

 

 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 ○ 【歩行者の安全性の向上】国道１２５号の現道には歩道未設置の区間があり、大型車の通行
も多いため、整備により歩行者・自転車の安全が確保される。 

住民生活 ○
【バス路線の利便性の向上】茨城急行バス 

 

地域経済 ○
【農林水産品の流通の利便性が向上】 

カボチャ・キャベツ 古河市→首都圏 

災 害 ○
異常気象時における道路通行規制(西牛谷地内・大橋)。特殊通行規制区間として

平成６年度指定。※パトロールにより危険が予想される場合に規制。 

環 境 ○
【CO2排出削減量】5,646ｔ/年 

【NO2排出削減】９．９ｔ/年（７割削減） 

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 ○
【日常活動圏の中心都市へのアクセス向上】 

古河市中心部、JR古河駅等へのアクセス向上 

事業実施環境 －
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採択の理由 
費用便益比が１．８と便益が費用を上回っているとともに、都市計画手続きが完了していることから、事業採択

の前提条件が確認できる。 

また、当該区間を整備することで交通渋滞の緩和や歩行者通行の安全性の確保等が図られ、その整備効果は高い

ものと判断される。 
以上より、本事業を採択した。 

 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


